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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度第４回所沢市産業振興ビジョン推進会議 

開 催 日 時 令和５年２月８日（水） 13：30～15：30 

開 催 場 所 所沢市役所 604会議室 

出 席 者 の 氏 名 

（会議に参加した委員） 

河藤 佳彦、清水 豊、佐藤 護、大木 敬治、新井 重雄、 

佐藤 隆洋、新井 祥穂、大谷 聡 

欠 席 者 の 氏 名 三上 誠、朝倉 はるみ、飯塚 清隆 

説明者の職・氏名 なし 

議  題 

（１）産業振興ビジョン改定に係るパブリックコメントの結果等

について 

（２）今年度の進捗確認について 

（３）その他 

会 議 資 料 

資料４－１：産業振興ビジョン改定に係るパブリックコメントの結

果 

資料４－２：所沢市産業振興ビジョン（改定版）最終案 

資料４－３：所沢市産業振興ビジョン推進状況確認シート（令和

４年度12月末時点） 

担 当 部 課 名 

産業経済部  部長  鈴木  明彦  

産業経済部  次長  青木  一圭  

産業経済部  産業振興課  課長  森田  茂明  

主査  安齊  克徳  

主査  前川  浩二  

主査  向井  達哉  

主任  森田  康隆  

産業経済部  商業観光課  課長  築地  将司  

            副主幹  堤  健太郎  

産業経済部  農業振興課  課長  大舘  寿貴  

（株式会社地域計画建築研究所  貴船  律子）  

 

事務局 産業経済部 産業振興課 電話 04-2998-9157 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

産業振興課長 

 

会長 

 

産業振興課長 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

各委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

開会 

 

あいさつ 

 

配付資料の確認 

 

それでは、議事を進める。本日、傍聴希望者はいるか。 

 

 いない。 

 

 

議事（１）産業振興ビジョン改定に係るパブリックコメントの結果

等について 

 

議事（１）産業振興ビジョン改定に係るパブリックコメントの

結果等について、事務局より説明いただきたい。 

 

資料４－１及び資料４－２に基づき、産業振興ビジョン改定に係

るパブリックコメントの結果等について説明 

 

委員より質疑や意見を求めたい。 

 

 なし 

 

 

議事（２）今年度の進捗確認について 

 

議事（２）今年度の進捗確認について、事務局より説明いただ

きたい。 

 

資料４－３に基づき、今年度の進捗確認について説明 

 

委員より質疑や意見を求めたい。 

 

農商工連携について説明をお願いしたい。 

 

先導プロジェクトＡ重点事業３「農商工連携推進事業」では、農

商工連携によって新たな商品やサービス等の創出を目標としてお

り、本年度３件の目標を達成している。 

また、平成 23年からきっかけづくり交流会を開催しており、本年

度は 11月に実施し、農業者８団体、商工者 20団体が参加した。参

加数は新型コロナウイルス感染症発生前と比べて少ないが、密度の
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高い交流ができ、マッチング件数も多かった。きっかけづくり交流

会は市内事業者に限定せず、近隣の事業者や自治体を巻き込んだ形

で開催できた。 

きっかけづくり交流会に先駆けて、本年度７～８月にはテーマ別

ミーティングを行った。学校給食等の関心が高いテーマについて、

商工業者、農業者、バイヤーが参加し、意見・情報交換を行った。 

 

所沢市は埼玉版スーパー・シティプロジェクトにエントリーし

て、2023年から「ゼロカーボンシティ所沢・GXイニシアティブプロ

ジェクト」を掲げて具体的に取り組む。所沢市産業振興ビジョンと

連携しても良いのではないか。序章もしくは、第２章２－２ １）②

で記述している「COOL JAPAN FOREST構想」に関連して、県と所沢

市が連携していることを盛り込めば、内容に厚みが増す。 

農商工連携について、地元レストランと地元農家との連携や、海

に近い地域では漁獲された魚を地元のレストランで使うなど、若い

人を中心に動きがある。今後、市が仲介して連携を促進すればよい

のではないか。 

先導プロジェクトＡ重点事業１「企業誘致推進事業」について、

企業誘致は市が動いて結果が出てきているが、具体的な情報を推進

会議等の場で提供してもらえればイメージしやすく、新たな議論の

テーマになる。 

 

埼玉版スーパー・シティプロジェクトへのエントリーについて、

県事業との連携を意識しながらアクションプランを進めて行く必

要がある。 

農商工連携について、レストランと農業者等との連携における市

の役割を考えていく必要がある。 

企業誘致について、具体的なことを会議で議論すれば、新たなテ

ーマを提議できる。 

 

埼玉版スーパー・シティプロジェクトへのエントリーは、街づく

り計画部が主体となっている。所沢市と三ケ島工業団地周辺土地区

画整理組合設立準備会は、埼玉版スーパー・シティプロジェクトの

趣旨に賛同する共同宣言を出しており、産業経済部としては、企業

誘致を進めていく上でもこのような視点を持ちながら進めて行き

たい。 

企業誘致の情報提供について、具体的な企業名を出して進捗を報

告することは困難だが、製造業や都市型産業等を対象に企業立地支

援奨励金等により新規立地や事業拡大の支援を行っている。 

地元農家とレストランの連携について、ところざわサクラタウン

の角川食堂と若手農業者の集まりである４Ｈクラブをつなぎ、現在

では定期的に食材の提供、イベントの開催で連携している。また、

市は関わっていないが、所沢駅内のレストランと農業者が連携する

事例もある。農業振興課は、連携協定がある西武学園医学技術専門

学校と協力し、地元野菜を使ったレシピづくりを行っている。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業について、後期アクションプランにも記述されているが、遊

休農地の活用推進、体験農場推進事業を進めてほしい。農業祭の表

彰式で、儲かる農業について講習会があった。今後もこのような講

習会が行われて欲しい。農業は儲かり、参入もしやすいという意識

が生まれるのが大切である。また、認定農業者のハードルが下がれ

ば参入もしやすくなるのではないか。 

三ケ島工業団地周辺地区について、青梅市と入間市で相当大きな

土地利用が進んでいる。所沢市もスピードを上げて取り組まなけれ

ばならないのではないか。地元の地権者が要望して進めると早い。 

 

儲かる農業について、一つのきっかけとして生産者にヒントとな

る講演会となった。販路拡大のためには JA との協力は今後も欠か

せない。 

新規就農者については、その方の人生にも関わることであるた

め、しっかり見極めて、離農者を出さないようにしたい。 

 

埼玉版スーパー・シティプロジェクトにエントリーすることは良

いことだが、３つの要素「コンパクト」「スマート」「レジリエン

ト」のような言葉は分かりづらい。市民に伝えるときは、できれば

分かりやすい日本語を使ってほしい。 

日本は SDGs の検索数が多いと言われており、先進国の中で SDGs

に関心を寄せているのは日本だけである。今後、日本は SDGsにどの

程度関わるべきか、市としても取り扱いに気を付けた方がよいと考

える。商店街の活性化につながるのであれば、商業観光課が提案し

て SDGsを進め、予算が付けばありがたい。北九州市では SDGsへの

取り組みでまちのにぎわい創出に成功している商店街もあり、やり

方を見習っていきたい。 

先導プロジェクトＢ重点事業２「(仮称)地域の中核となる事業者

等応援事業」は予算がついていない。多少でも予算が付かなければ

やっている感がない。 

資料４－２所沢市産業振興ビジョン（改訂版）最終案 26頁の⑤消

費の市外流出について、地域経済分析システム（リーサス）での最

終的な産出額はどこから算出されているのか説明をお願いしたい。 

 

地域経済分析システム（リーサス）は、各種の数字を求めるには

有効だが、その計算過程は複雑で理解が難しいシステムである。事

務局からどのように活用されているか説明してほしい。 

市民に分かりやすい言葉を使うことは、今後心掛けていかなけれ

ばならない。 

SDGsの目標は広範囲の分野に渡っている。事業者が積極的に関わ

るためには、商店街や事業者に利益を伴うような動機付けが必要で

ある。行政として、産業面からのどのような取り組み方を考えてい

るのか教えていただきたい。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

資料４－２所沢市産業振興ビジョン（改訂版）最終案 26頁の⑤消

費の市外流出について、地域内消費額は誰が消費したかは問わずに

市内で消費された額で、地域住民消費額は市民が地域を問わずに消

費した額である。地域住民消費額が地域内消費額を上回っているた

め、市外に民間消費額が流出していることが分かる。民間消費額を

地域内循環できれば、市内経済を活性化できるため、その指標とし

て利用している。経済センサスにおける市内事業者の生産額、消費

額の統計等から算出されている。まちのにぎわいや観光振興が進

み、地域内収支のマイナスが減っていくことが望ましい。 

SDGsについて、所沢市産業振興ビジョンでも「ゼロカーボンシテ

ィの実現」「人を中心にしたマチづくりの推進」をベースに各事業

に取り組んでいく。例えば、補助金を出すにしても、環境に配慮し

たものを取り上げていきたい。全体で SDGs の考え方を推進できた

ら良いと考えている。 

 

収益性が重要な事業者にとって、利益につながる SDGs の取り組

みにはどういうものがあるのか考えることが重要である。 

 

所沢市まちづくり観光協会としては、先導プロジェクトＣ重点事

業１～５で観光について細かい部分まで配慮していただきありが

たい。地域の人が住んでいて誇りに思える観光や、所沢市で消費す

る施策が必要だと考える。観光が果たす役割は大きい。 

先導プロジェクトＣ重点事業１「旧コンポストセンター跡地利活

用事業」の本年度目標 120 万人に対して実績が 27 万人だが、実績

値のカウント方法を教えていただきたい。 

また、先導プロジェクトＣ重点事業５「（仮称）インバウンド戦

略推進事業」の指標「Facebook“いいね”と Twitter フォロワー数

の合計」はどこから数値を取得したのか教えていただきたい。 

 

先導プロジェクトＣ重点事業１「旧コンポストセンター跡地利活

用事業」の来場者数は、一定期間の来場者数をカウントし、売上げ

との相関を見極めて、日々の販売者数から来場者数を推計してい

る。また、駐車場の利用者数は数値を把握しており、イベントは主

催者から来場者数を報告してもらっている。 

先導プロジェクトＣ重点事業５「（仮称）インバウンド戦略推進

事業」の Facebook“いいね”と Twitterフォロワー数は、SNSにカ

ウントできる機能がある。 

 

観光について、市外から人を取り込むこと、また、地域アイデン

ティティーを持つことが重要である。 

 

SDGsについて経営者と話をすると、ゼロカーボンに取り組まなけ

れば大手と取引しづらくなっていることが、取り組むきっかけにな

っている。 

また、DXについては、活用することで大きい効果が期待できる。
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

観光分野で台湾に向けた魅力発信事業があるように、マーケティン

グオートメーション等のツールを活用して外に効果的に発信でき

ると良い。 

所沢市産業振興ビジョンで DXの記述はないが、IoTや ICT等には

触れている。DXは効率化につながるので、今後も推進していただき

たい。 

 

先導プロジェクトＣ重点事業４「体験農場利用者ステップアップ

事業」の目標 300 人に対して実績が 39 人であることが気になる。

４農場で目標が 300人は大変だったのではないか。 

パブリックコメントの意見で、体験農場を拡げて農地維持を考え

ている人もいる。将来的な課題としてあっても良いと思った。 

資料４－２所沢市産業振興ビジョン（改訂版）最終案 25頁による

と、平成以降所沢市の昼夜間人口は増加傾向である。所沢市産業振

興ビジョンは人口が増えていく社会を想定していると感じるが、今

後の社会への認識として人口が減少していく中でどのように豊か

に暮らすのか考える必要がある。その時に SDGs が役に立つのでは

ないか。本当に必要なものをつくる社会という発想が必要になると

感じている。 

 

大都市近郊の人口は、これまで増加傾向であったが、長い目で見

れば減少していくことは必然である。その中で目指すものが量から

質へと変わっていくことを視野に入れて、次の時代に進んでいく必

要がある。 

 

先導プロジェクトＣ重点事業４「体験農場利用者ステップアップ

事業」の目標値等は、利用者ではなくステップアップ事業に参加し

ている人数である。新型コロナウイルス感染症拡大の影響でイベン

ト開催を見送ってきたこともあり、目標値と実績が乖離している。

また、イベントの開催見送りに伴い、イベントの在り方も整理した。 

パブリックコメントには体験農場を活用して遊休農地の解消と

いう意見もあったが、体験農場は農への理解を深めることを目的と

している。現在、需要と供給がバランス良く推移している。調整区

域内で体験農場を作ることは利便性やニーズ等の観点から難しい

一方、市街化区域内で増やしていくことは、密集化してしまう可能

性がある。需要と共有のバランスを見て、配置を検討していきたい。 

 

先導プロジェクトＡ重点事業２「(仮称)未利用スペースオフィス

化事業」について、都心から近い立地を生かして、製造業と情報通

信事業者等をターゲットに企業誘致することは良いと思う。令和３

年度に地方移転の観点で調査を行った際、情報通信業で従業者数

100 人以下の企業は地方移転に関心を持つ割合が高いという結果が

出たので、是非支援を継続して欲しい。 

また、自治体と企業にアンケート調査を行ったところ、自治体側

は立地企業に対する奨励金などのメニューを用意しているが、企業
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会長 

 

 

側は立地後のフォローアップ、営業面のバックアップ等を求めてい

るというミスマッチもあるように思う。定期的に企業訪問や立地企

業間の交流を行い、立地後のフォローをすることが重要である。 

先導プロジェクトＢ重点事業１「地域資源活用・ものづくり総合

支援補助事業」は、目標５件に対して、予算額到達のために４件の

選定となっている。目標値に合わせて予算を確保してもらいたい。 

先導プロジェクトＢ重点事業２「(仮称)地域の中核となる事業者

等応援事業」の目標 10件が妥当なのか分かりづらい。市内でも中核

となる企業であれば、行政に対してなんらかの意見もあるだろう。

定期的に訪問して、意見を次の施策につなげてもらいたい。 

先導プロジェクトＣ重点事業５「（仮称）インバウンド戦略推進

事業」の指標「Facebook“いいね”と Twitterフォロワー数の合計」

で、Facebookと Twitterのフォロワーについて詳細な分析が可能で

あれば、インバウンドを目標としていることに合わせて海外のフォ

ロワーなのか分析したほうが良い。 

先導プロジェクトＤ重点事業３「就労チャレンジ支援事業」の目

標 100人について、参加者を目標としているが、就職応援フェアに

来てもらうことが最終目標ではなく、就労者数が目標になるのでは

ないか。就職応援フェアに参加して就労につながった人をフォロー

アップしていくことが重要である。 

 

立地企業は補助金交付だけではなく、立地後のフォロー、営業面

のバックアップを求めていることは参考になった。業種にもよる

が、立地企業を農商工連携等につなげていければと考えている。 

目標値について、先導プロジェクトＢ重点事業１「地域資源活用・

ものづくり総合支援補助事業」は、指標を「本事業により開発され

た新製品」としているが、補助金の使途は機械導入による効率化や

販路拡大等、新製品に結びつくものだけではないため、指標の設定

が難しい。 

先導プロジェクトＢ重点事業２「(仮称)地域の中核となる事業者

等応援事業」の目標 10 件の妥当性については検討する必要がある

が、訪問企業数は例年累積されていく。訪問することで顔が見える

関係を構築し、工業製品展示等の連携強化に繋げていきたい。 

先導プロジェクトＤ重点事業３「就労チャレンジ支援事業」では、

就職に結びついたところまで調査しているが、フェア１回で２～３

人と、件数が少ない。課題と認識している。 

先導プロジェクトＣ重点事業５「（仮称）インバウンド戦略推進

事業」のインバウンド属性について、Twitter は属性の分析が困難

だが、Facebookは居住地を分析できる。現在、台湾からの Facebook

フォロワーは１～２％である。引き続き、様々なツールを活用して

情報発信していきたい。 

 

所沢市観光情報・物産館 YOT-TOKO（よっとこ）は素晴らしい取り

組みである。ところざわサクラタウンとの連携や情報発信、相乗効

果について教えていただきたい。 
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農業振興について、所沢市は専業農家よりも兼業農家が多い印象

がある。潜在的生産者の掘り起こしをするためには、サプライチェ

ーンを整え、マーケットを開拓することが必要ではないか。事務局

の考えがあれば教えていただきたい。 

 

ところざわサクラタウン、所沢市観光情報・物産館 YOT-TOKO（よ

っとこ）との連携について、運営が安定するまでは現場レベルで情

報を共有する関係を築くことが重要だった。最近ではイベントの規

模の大小に関わらず、市も含めた３者での情報共有が出来ている。 

農業振興について、現在、販路から流通まで一体となった支援に

なっていない。マルシェへの参加を促し、知ってもらうことをきっ

かけに販路が構築されることもある。農商工連携のマッチングも活

用していきたい。 

 

どちらも一つ一つ積み上げていくことが重要である。議事（２）

今年度の進捗確認について議論した内容は、今後の施策に生かして

欲しい。 

 

 

議事（３）その他 

 

議事（３）その他 について、各委員から何か情報提供や、こ

の場で伝えておきたい事項等があればお願いしたい。 

 

「所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》」につい

ては、庁内の調整を経て３月末頃に改訂版を発行する予定であ

る。 

また、今年度の推進会議は本会で日程を終え、令和５年度推進

会議のスケジュールについては今年度中を目途に改めて案内をさ

せていただく。 

 

 

閉会 

 

以上 

 


